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　博物館では、 動物の骨
こっかく

格標
ひょうほん

本を収集

するために、 遺
い た い

体となった動物の解
かいぼう

剖を

行っています。 このような作業を行ってい

ると、 ときに骨格以外に得られるものがあ

ります。その一部をちょっと紹介しましょう。

　小田原市沼
ぬましろ

代で 2008年 1月 6日に回

収された、 タヌキの遺体の解剖を行いま

した。 解剖に入る前に、 体
たいひょう

表を調べたと

ころ、 体
たいもう

毛にいくつかの草の実がついて

いました。 服によくつくような草の実は、

当然ですが、 本来動物の体毛に絡
から

まる

ようにできています。

　早速、 植物担当の勝山学芸員に同定

してもらったところ、 それぞれチヂミザサ、

ヒナタイノコヅチ、 コセンダングサ、 オヤ

ブジラミの実 （図 1） であることがわかり

ました。 このような、 実に突
と っ き

起や引っか

かりがある植物の拡
かくさん

散方法は、 動物の

体毛について運ばれると容易に想像でき

ますが、 実際に野生動物から採取できる

とちょっと感慨深いものがあります。

　ところで、 実が動物の体につくことはわ

かりますが、 動物の体からはどのようにと

れるのでしょう。 勝山学芸員に実の同定

をお願いした際に話題になったことがあ

ります。 今回確認された実のうち、 タヌ

キが回収された 1月 6日では、 実が体

につくには時期がずれているものがある、

ということでした。 それはオヤブジラミで、

オヤブジラミの実は初夏に実るため、 年

が明けた頃にはほとんど植物体から落ち

てしまってタヌキの体にはつく機会がない

のではないか、 とのことでした。 ではなぜ

タヌキの体についていたのでしょうか？た

またま長い間実が植物体から落ちなかっ

たのでしょうか？そして、 これらの実はい

つどのように体からとれるのでしょうか？

　実には、 体に一度つくととれやすい種

樽
たる

　創
はじめ

（学芸員）タヌキの遺体から考える

類と、 とれにく

い種類がありま

す。 今回タヌ

キについてい

た実では、 と

れやすいもの

としてチヂミザ

サ、 とれにくい

ものとしてオヤ

ブジラミ、 それ

らの中間的な

ものとしてヒナ

タイノコヅチ、 コセンダングサを位置づけ

られると思います。 実がとれる可能性とし

ては、 大きく 2つあると思います。 1つ

は毛
けづくろ

繕いです。 チヂミザサなどのとれや

すい種類では、 毛繕いでとれてしまうで

しょう。 一方、 体毛の生
は

え換
か

わりによっ

てとれることもあるでしょう。 哺
ほにゅうるい

乳類は一

般に、 体毛が夏
な つ げ

毛と冬
ふ ゆ げ

毛に変わります。

そのときには、 オヤブジラミのようなとれ

にくい実もその場に落とされていくでしょ

う。 長い間体についていれば、 遠くに移

動できる可能性もあるのではないでしょう

か。 とれにくい実がこのような生活に適応

していると仮定すると、 初夏にできたオヤ

ブジラミの実が、 年を越えてタヌキの体

毛についていたことも想像できます。

　さて、 動物の解剖では、 その動物が

どんなものを食べていたかを、 胃の内容

物から確認することがあります。 このタヌ

キの胃内容物を調べたところ、 ちょっと

見慣れないものが見つかりました。 三角

形の、 ちょっと金属質の光
こ う た く

沢を持つもの

です。 胃からは 2つ出てきました。 初め

はプラスチック製のおもちゃのパーツか

と思ったのですが、 合わせてみるとぴっ

たりと合って、 三
さんかくすい

角錐になります。 その

状態でよく観察すると、 どう

しても鳥の嘴
くちばし

に見えます。 そ

こで、 鳥類担当の加藤学芸

員に、 こんな嘴の鳥を見た

ことある？と聞いたところ、 彼

女はしばらく考えていました

が、 そういえば、 と、 ある鳥

の剥
はくせい

製のところへ連れていっ

てくれました。 それはシメとい

うスズメより一回りほど大きな

鳥でした （図 2）。 嘴を比べ

たところ、 大きさや形がぴったりで、 色は

やや違いがあるものの、 金属のような光

沢を持つことなど、 よく似ています。 色

の違いは、 剥製が若い個体のために黄

色味を持っているということで、 インター

ネットで検索したところ、 同じ色合いの嘴

を持ったシメの写真をいくつも確認できま

した。 これで、 この嘴の主がシメだろう、

ということがわかりました。

　ところで、 このシメはタヌキにどのような

状況で食べられてしまったのでしょうか？

加藤学芸員は、 シメが休んでいるところ

をタヌキが襲
おそ

ったのかもしれないし、 何ら

かの理由で死亡したシメの遺体をタヌキ

が食べたのかもしれない、 と可能性をい

くつか示してくれました。

　胃内容物にはこの他にもツチガエル？

の頭の一部等が含まれており、 このタヌ

キの栄養状態が、 それほど悪くなかった

ことが推定されました。 カエルは越冬し

ていたものを掘り出したのでしょうか。

　このように、 動物の行動を直接観察で

きなくても、 遺体から行動が垣
か い ま

間みられ

ることがあります。

図 1　タヌキの体についていた植物の実． 左からチヂミザサ , ヒナ
タイノコヅチ , コセンダングサ , オヤブジラミ． 右端のバーは 1 mm．

図 2　左 ：シメ （メス）． 右 ：シメの嘴 . 左下が

タヌキの胃内容物だった嘴 , 右上がシメの剥製

の頭部． 大きさ、 金属光沢の様子がよく似て

いる．剥製は若い個体のため嘴がやや黄色い．


